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未来に向かって新たなスタート！
～ 御嵩町議会新体制 ～

６月25日（日）に御嵩町議会議員選挙がおこなわれ、
12名の議員が決定しました。

選挙後の初議会（第３回臨時会）から、
新体制でスタートしています。

いっぺん見てみてみたけ
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議長、副議長、常任委員会委員などの選任
７月28日に開かれた第３回臨時会において、議長、副議長、常任委員会委員、議会運営委員

会委員、議会報編集委員会委員などがそれぞれ選任されました。

第２回臨時会において、２件の議案を審議・採決しました。
議案番号 事　件　名 結　果

議案第47号 工事請負契約の締結について 原案可決
議案第48号 財産の取得について 原案可決

第３回
臨時会
7月28日

第２回 臨時会 7月12日
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６月25日（日）に御嵩町議会議員選挙がおこなわれ、12名の議員が決定しまし
た。任期は令和５年７月26日から令和９年７月25日の４年間です。

町民の皆さまにとって親しみやすく、活力ある議会を目指していきますので、
よろしくお願いいたします。

私の抱負
❶住所　　❷生年月日　　❸職業　　❹趣味　　❺座右の銘

鈴
す ず

木
き

　篤
あ つ

志
し

広
ひ ろ

川
か わ

　大
だ い

介
す け

❶中563番地1
❷昭和54年4月17日
❸玩具卸・小売業
❹読書、映画鑑賞、音

楽鑑賞、ゲーム全般
など

❺笑う門には福来る

❶中802番地16
❷昭和49年3月14日
❸会社役員
❹料理、DIY、養蜂など
❺お互いの世界を大切

にする

御嵩町には先人が守り、築き上げてきた文化や
自然が多くあります。次世代に伝えていくために
も人と人との繋がりを大事にし、町民の皆さまと
ともに御嵩の魅力を発信していきます。

老若男女、健常者も障がい者も自分らしく生き
られる、笑顔あふれる安心安全な町づくりを目指
します。

経営者として、現役子育て世代の親として、様々
な視点から町民の皆さまの声を町政に届けます。

皆が笑顔で未来に誇れる
御嵩を目指します

あらゆる課題について、御嵩町の人口増加に繋
がる方向性での判断をしていきたいと考えていま
す。 

観光したい町、働きやすい町、子育てしやすい
町、生活が便利な町、お年寄りが安心して長生き
できる町、子どもの感性が育つ町、企業に優しい
良い町、フリーランス・リモートワーカーに優し
い町、趣味を謳歌できる町、議員に気軽に話せる
町…これらを実現するために力を尽くします。

御嵩町を人口が増える町に
変える！
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鈴
す ず

木
き

　秀
ひ で

和
か ず

山
や ま

田
だ

　徹
とおる

❶井尻49番地4
❷昭和60年11月26日
❸会社員
❹囲碁（５段）
❺無知の知

❶御嵩762番地1
❷昭和35年7月10日
❸旅行代理業
❹音楽、観劇、旅行
❺一期一会

❶伏見895番地7
❷昭和31年1月20日
❸自営業（建築・不動

産コンサル）
❹ゴルフ、旅行
❺一所懸命

❶顔戸940番地1
❷昭和35年10月18日
❸農業
❹野菜づくり
❺努力こそ真の力

御嵩町発展のためには議会のレベルアップが必
要です。政策を実現できる議会を目標に、議会改
革を進めていきます。政策の実現に必要な情報の
聞き取りと精査、研究と議論、行動、そのすべて
をレベルアップできるように努力します。

また、議会の見える化にも引き続き注力します。
YouTube 動画公開や懇談会、町民フリースピー
チにも取り組んでいきます。

議会改革を進めます

大切な御嵩町を、安心・安全に暮らせて、幸福
度の高い町にしていくには、町民同士の対話を増
やし、町民自らがまちづくりに関わっていただく
ことが必要です。皆さんとともに、より良いまち
づくりをめざしていきます。

議会では、女性の視点・発想をスパイスに、お
役に立てるよう努めていきます。新人ですので、
皆さんのお力をたくさんお借りします。どうぞよ
ろしくお願いします。

ともにつくる　わがまち　みたけ

御嵩町が直面する課題解決のため議員になりま
した。
①新庁舎問題：計画金額が大きすぎます。候補地

にも問題があります。一度リセットして計画の
見直しを求めます。

②リニア残土問題：危険な残土は置かせません。
重要湿地は守ります。

③老朽化した公共施設（公民館等）の延命策を含め、
各施設の状況に応じた改修、建替などを求めます。

④その他課題にも真摯に取り組みます。

町民の声を町政に届けます！

御嵩町に生まれ育った者として、この町に誇り
を持ち、次世代に希望ある未来をつなげることが
できる町政運営をサポートしたいと思います。そ
のためには、一議員としてまずは町民の皆さんに
町政の動きや課題と行財政の仕組みを分かりやす
く伝え、皆さんの思いや考えを伺って、議会の場
で町政に反映して具現化していく、という常に前
向きな「協働１歩」を目指す議員活動に徹してい
きたいです。

伝えたい　あなたの思い、
伝えたい　町政の動き
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奥
お く

村
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❶中2678番地7
❷昭和30年10月1日
❸無職
❹映画鑑賞、ボウリング
❺心こそ大切なれ

❶伏見1241番地3
❷昭和21年8月8日
❸農業
❹特になし
❺御嵩に活力

❶御嵩559番地1
❷昭和32年5月21日
❸会社員
❹盆踊り
❺一生懸命

❶伏見1807番地2
❷昭和29年6月20日
❸農業
❹温泉、カメラ、菊づ

くり
❺小事は大事

「大衆とともに」という公明党の立党精神を忘
れることなく

皆さまの幸せのために邁進してまいります。
＊ 挑 戦 し ま す ＊
１ 子ども・子育て支援の充実！
２ 健康づくり・生きがいづくりを推進！
３ 命と財産を守る女性目線の施策の充実！

小さな声に耳を傾け、政策実現へ、全力で取り
組みます。どうぞ、お気軽にお声掛けください。

一人一人が輝く、
笑顔あふれる街を目指して

私の信念は、「学校教育」「教育環境の整備」子
どもたちの教育環境を作り上げることを第一に考
えています。今回３期目の決意は、伏見小学校大
規模改修によって、伏見の子どもたちの「将来」「未
来」そして教育の場を創るために、最善の努力を
して参ります。

初心に戻り、町民の声を町政に届けます。また、
行政課題を取り上げて、安全で安心な新しい御嵩
町を皆さんとともに進める覚悟でございます。

誇りが持てる御嵩町を創る

議長としての３期目４年間の議会の混乱の責任
を感じながら、４期目がスタートしました。

新町長、新議会の皆さんと諸問題に真摯に取り
組み、【新しい御嵩町】を想像しながら、夢を持って
議会活動に全力で取り組むことをお約束します。

まちづくり、賑わいづくりをモットーに初心に
立ち返り、顔の見える、町民の皆さんと気軽に話
せる№１議員を目指します。私と御嵩を語りま
しょう。

【新しい御嵩町】 の
土台作りに全力投球！

みたけを一つの家と考え、そこには家族（町民）
がいる、家庭（町）がある。どんな形であれ、生
活の基礎となる場であり、安らぎの場であり、ま
ちづくりは家づくりです。そんな御嵩町になるよ
う、皆が幸せになるまちづくりを目指します。

家庭・地域・学校・行政、皆が手を携え、子ど
もを支えるまちをつくっていきます。
「聴く力」を大切に、町民の声に耳を傾け、聴

くことから始め実践していきます。

町民が幸せでないと
幸せな町にすることができない
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谷
た に

口
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お

岡
お か
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も と
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た か

子
こ

❶中998番地3
❷昭和20年10月17日
❸会社役員
❹ゴルフ、読書
❺虚心坦懐

❶中2149番地9
❷昭和29年6月28日
❸元学校教員
❹リコーダー演奏、落

語を聴く
❺笑う門には福来る

昨今、重要な案件が積み残されているなかで、
議会及び議員の職責は大きく、対立と啀

い が

み合いに
奔走してきた過日を謙虚に猛省し、多様な民意を
吸収し、それらを集約し、討論を通じて議会に課
せられている課題を一つずつ解決していかなけれ
ばなりません。議員は住民全体の利益のため、法
令に基づいて公平にその権限を行使すべき厳しい
立場にあることに鑑み自らを律してまいりますの
で、皆さまのご指導よろしくお願いします。

急がず　休まず

多くの皆さまの信託を受け、その責任の重さを
ひしひしと感じています。

今、御嵩町は新たなステージに立とうとしてい
ます。信頼される議会を目指していきます。

御嵩町政の最強のパートナー・
最強のブレーキ・調整役となる

議会を目指します！

こ
の
度
、
７
月
28
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
と
い
う
大
任

を
拝
し
ま
し
た
。
責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
議
員
全
員

が
、
果
た
す
べ
き
使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、
議
会
の
中
で
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

渡
辺
新
町
政
の
も
と
課
題
満
載
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
町
議
会
と
し
て
、
過
去
２
年
間
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
議
員

間
で
の
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
の
中
で
合
意
形
成
で
き
る
議
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
向
上
に
努
め
、
安
全
安
心
の
生
活
を
守
り
、

明
る
い
御
嵩
町
を
築
く
た
め
、
全
力
で
議
長
と
い
う
職
責
を
果
た
せ
る

よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議　
長　

大
沢
　
ま
り
子
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第１日目（5月26日）
〇議長報告（６件）　　〇町長報告（４件）
〇新庁舎等建設特別委員会委員長報告（１件）
〇議案の上程、提案理由の説明（19件）　　〇議案の審議・採決（15件）

第２日目（6月2日）
〇一般質問（５議員）

第３日目（6月9日）
〇追加議案の上程、提案理由の説明（１件）　　〇議案の審議・採決（５件）

第２回 定例会  5月26日～6月9日

■	令和5年度補正予算などの議案18件、承認2件を審議・採決
■	5議員が町政について質問

人
　
　
事

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

選
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
桑く
わ
下し
た
博ひ
ろ
行ゆ
き
さ
ん
（
美
佐
野
）
が
選

任
同
意
さ
れ
ま
し
た（
再
任
４
期
目
）。

任
期
は
令
和
５
年
６
月
11
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

桑下博行さん

●
農
業
委
員
会
委
員
任
命

農
業
委
員
会
委
員
に
14
人
が
任
命

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

奥お
く

村む
ら　
俊と
し

雄お

さ
ん
（
川
南
）

山や
ま
本も
と
惠え

美み

雄お

さ
ん
（
前
沢
）

纐こ
う
纈け
つ　
正ま
さ
彦ひ
こ
さ
ん
（
美
佐
野
）

山や
ま
本も
と　
康や
す
彦ひ
こ
さ
ん
（
長
岡
）

田た

中な
か　

豊と
よ

雄お

さ
ん
（
長
岡
）

木き

島じ
ま　
和か
ず
美み

さ
ん
（
南
山
台
東
）

青あ
お

木き　
友と
も

誉し
げ

さ
ん
（
送
木
）

齊さ
い

藤と
う　

貞さ
だ

子こ

さ
ん
（
春
日
町
）

中な
か
川が
わ　
洋よ
う
二じ

さ
ん
（
顔
戸
南
）

田た

中な
か

幹み
き

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
（
西
之
門
）

伊い

佐さ

次じ

純じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん
（
西
田
）

加か

藤と
う　
洋よ
う
子こ

さ
ん
（
稲
荷
台
）

水み
ず
野の　
宏こ
う
治じ

さ
ん
（
山
田
）

加か

納の
う　

恒つ
ね

明あ
き

さ
ん
（
新
町
）
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報
　
　
告

条
例
の
改
正

補
正
予
算

●
閉
会
中
の
議
員
の
辞
職
許
可
に
つ

い
て

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
随
時
監
査
実
施
報
告
書

●
財
政
援
助
団
体
等
監
査
実
施
報
告

書
●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
５
年
２
月
分
か
ら
４

月
分
ま
で
）

●
国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延

期
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

議
長
報
告

●
御
嵩
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の
改

正上
之
郷
小
学
校
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
上
之
郷
保
育
園
内
か
ら
上
之

郷
小
学
校
内
に
移
転
し
、
運
営
を
行

う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
令
和
４
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

●
令
和
４
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予

算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
●
御
嵩
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
に
関
す
る
報
告

●
町
有
地
の
信
託
に
係
る
事
務
の
処

理
状
況
に
関
す
る
報
告

●
新
庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会
最
終

報
告
書

町
長
報
告

委
員
長
報
告

歳
入
で
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
、
第
２
子
以
降
出
産

祝
金
支
給
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
増

額
で
す
。

歳
出
で
は
、
第
２
子
以
降
の
出
産

を
祝
福
す
る
た
め
対
象
児
童
１
人
当

た
り
10
万
円
の
祝
金
を
支
給
す
る
た

め
の
増
額
な
ど
で
す
。

▲監査のようす

会　　　 計 一般会計補正予算（第１号）

補　 正　 額 6,962万1千円の増

補正後の総額 121億662万1千円

新庁舎等建設特別委員会の意向を引き継ぎ、「１．新庁舎を拠点としたまちづくり及び行政機能
に関すること」、「２．新庁舎の建設スケジュールに関するこ
と」、「３．新庁舎建設に関する情報発信に関すること」の調
査などをおこなうために、令和元年８月30日に「新庁舎等
建設特別委員会」が設置されました。

このたび、令和５年第2回定例会において、新庁舎等建設
特別委員会の最終報告をおこないました。

※ P9～10に最終報告書を掲載

新庁舎等建設特別委員会
最終報告書

みたけ議会のたより （令和5年9月1日号）
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令和５年５月２６日 

 

御嵩町議会 

議長 高 山 由 行  様 

 

新庁舎等建設特別委員会 

委員長 安 藤 信 治 

 

新庁舎等建設特別委員会最終報告書 

 

本委員会に付託されている事件に関し、これまでに行ってきた調査研究につ

いて報告します。 

 

１．経過 

平成２８年９月１日に新庁舎整備特別委員会が設置され、住民懇談会におい

て得た貴重な意見を基にして、委員会、協議会を重ね、各種調査・研究の成果

が積みあげられてきました。結果、平成２９年１２月の第二次中間報告では、

新庁舎の移転候補地として、２１号バイパスエリアが他の候補地より優位性が

高いと評価しています。令和元年５月の最終報告書では、スピード感をもって

新庁舎の建設を推し進めるとともに、完成及び供用開始まで引き続き町が進め

る基本計画・基本設計や実施設計等の点検、検証並びに議会関係施設の議論等

を積極的に行っていくための特別委員会の存続が求められました。 

その最終報告書の意向を引き継ぎ、新庁舎等の建設に向け次の３項目につい

て調査研究等を行うため、令和元年８月３０日に「新庁舎等建設特別委員会」

を設置しました。 

１．新庁舎を拠点としたまちづくり及び行政機能に関すること 

２．新庁舎の建設スケジュールに関すること 

３．新庁舎建設に関する情報発信に関すること 

上記３項目の調査研究等を行うため特別委員会を１２回、協議会を１２回、

全員協議会等を実施してきました。しかし、令和３年１２月を前後して前特別

委員会の議長報告に相反する思いを訴える議員が出てきたため、その訴えにつ

いての協議、議論に時間をとられ、付託を受けた３項目の調査研究等に対する

成果を議長報告としてまとめられませんでした。建設予定地の農地法手続きが

滞る中、住民説明会への御嵩町議会議員としての出席についても特別委員会で

協議しましたが、全員参加で臨めず議会としての説明責任を果たせなかったこ

とも併せて報告させていただきます。 

 

※ 詳細は、別添「新庁舎整備特別委員会調査の経緯等」を参照 

新庁舎等建設特別委員会最終報告書

みたけ議会のたより  （令和5年9月1日号）
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2 
 

 

 

２．最終まとめ 

 令和元年８月に新庁舎等建設特別委員会が設置された以降は、議会として取

り組むべき課題等について調査・研究・協議を積み重ねてきました。新型コロ

ナウイルス感染症が猛威を振う中であったことから、町民の皆さんからの意見

を聴取する機会である議会住民懇談会が開催できなかったことは大変残念であ

りました。 

その間、建設予定地の農振除外申請、それに続く農地転用許可申請に思いも

よらない時間を要し、令和３年１２月の第４回定例会に提出された新庁舎等建

設用地購入費約１億９千万円を含む一般会計補正予算（第７号）すべてに反対

する議員が現れました。これを境に新庁舎等の２１号バイパスエリアへの新築

移転、防災対策としての造成工事費を含む約７８億円の総事業費、中保育園等

の公共施設の建設予定地への集約化等について種々の異論が出始め、議員間に

おいて特別委員会の設置目的や議長報告の意義に対する見解、考え方に齟齬が

生じてきたことから、建設推進に向けての協議、議論へと発展させることがで

きませんでした。結果、本特別委員会に付託されていた調査研究３項目につい

ては、深く探求されず統一した成果を導き出すことができませんでした。 

本最終報告書は、本特別委員会内での意思、見解に相違が生じている実態、

実情を後に残すため、別紙１「多数意見」、別紙２「少数意見」を本報告書に

添付することといたします。 

最後になりますが、平成２８年９月以降の新庁舎整備に関する議長報告は、

御嵩町議会の意思等を決定してきたものと認識しています。この意思決定等を、

今後、議員一人ひとりがどのように位置づけ、建設に向けてどのような姿勢で

取り組んでいくべきか、徹底的に議論されることを申し添えて本特別委員会の

議長報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらからご覧いただけます →

別添資料など詳細については、町ホームページに掲載しています。

みたけ議会のたより （令和5年9月1日号）
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審 結議 果
議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度御嵩町一般会計補正予算（第10号）） 原案承認

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（御嵩町町税条例の一部を改正する条例の制定について） 原案承認

議案第29号
～42号 御嵩町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意

議案第43号 御嵩町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意

議案第44号 令和５年度御嵩町一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第45号 御嵩町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 原案可決

議案第46号 工事請負契約の締結について
（令和５年度特殊地下壕等対策事業　亜炭鉱跡防災工事） 原案可決

すべて全会一致
でした！

12 ページ
安藤　雅子　議員
〇筋トレ３施設の活用について
奥村　悟　議員
〇自転車ヘルメット着用努力義務化による交

通安全対策について

13 ページ
大沢　まり子　議員
〇投票しやすい環境を目指して
〇道路の損傷等通報システムについて

14 ページ
清水　亮太　議員
〇町の歴史的資源活用策について
岡本　隆子　議員
〇リニア発生土置き場に関するフォーラムの

総括がなされていない！

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

き
い
て
み
た
い
な
、

こ
ん
な
こ
と

皆さんの生活にかかわる大切
な内容について、議員が町に対
して質問をおこないます。今回
の一般質問であなたの生活にか
かわる内容はありますか？

一般質問とは？

一般質問の「問・答」は、質
問議員本人の文責です。一般質
問のページに掲載した内容につ
いて、議員に直接連絡がつかな
い場合は、氏名、連絡先、問い
合わせの内容を添えて、議会事
務局へ書面にてお届けください。

また、掲載してある質問、答
弁は要約となっています。会議
録は町ホームページや議会事務
局で閲覧できます。

文責、掲載内容について

問質般一

一般質問の様子は YouTube「御嵩町議会
公式チャンネル」でご覧いただけます。
P12～ P14に掲載してありますQR コー

ドからご覧ください。

みたけ議会のたより  （令和5年9月1日号）
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一
般
質
問



　
　
一
般
筋
ト
レ
の
利
用
者
増
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

�

【
民
生
部
長
】

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
利

用
者
の
増
加
対
策
を
進
め
て
い
く
。

利
用
者
の
健
康
増
進
の
目
安
の
た
め
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
効

果
・
効
能
の
見
え
る
化
を
図
っ
て
い

く
。一

般
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
引
き
続
き
実

施
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
お
こ
な
っ
て

い
く
。
講
習
会
の
み
受
講
し
て
未
利

用
の
方
や
、
利
用
回
数
が
少
な
い
方

へ
ニ
ー
ズ
調
査
が
で
き
な
い
か
研
究

す
る
。

各
種
調
査
で
デ
ー
タ
分
析
を
お
こ

な
い
、
指
定
管
理
者
と
意
思
疎
通
を

図
り
つ
つ
、
行
政
と
し
て
も
必
要
に

応
じ
要
望
な
ど
に
応
じ
て
い
く
。

各
施
設
に
導
入
し
て
い
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
高
齢
者
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
用
で
あ
り
、
筋
力
ア
ッ
プ

を
目
的
に
し
て
い
る
方
に
は
多
少
物

足
り
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

本
町
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
自
由
度

が
高
く
、
誰
で
も
気
軽
に
い
つ
で
も

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
有
効
に
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
幅
広
に
利
用
者
の

意
見
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り

多
く
の
方
に
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
推

進
し
て
い
く
。

問答

　
　
①
町
内
中
学
校
の
自
転
車
通
学

の
生
徒
数
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
。

②
高
齢
者
や
児
童
生
徒
な
ど
自
転
車

利
用
者
に
自
転
車
保
険
の
加
入
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
に
補
助
す
る
考
え
は
。

③
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
活
用
し
た

交
通
安
全
教
室
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　

�

【
教
育
参
事
】

①
自
転
車
通
学
の
生
徒
は
共
和
中
学

校
の
み
で
、
全
校
生
徒
１
５
５
人
の

う
ち
23
人
（
14
・
８
％
）
の
生
徒
が

自
転
車
に
よ
る
登
下
校
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
学
校
で
の
指
導
や
生
徒
本

人
の
自
覚
に
よ
り
、
登
下
校
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
は
１
０
０
％
と

認
識
し
て
い
る
。

②
岐
阜
県
で
は
令
和
４
年
10
月
に
岐

阜
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
自

転
車
を
利
用
す
る
も
の
に
対
し
、
自

転
車
保
険
な
ど
へ
の
加
入
を
義
務
付

け
て
い
る
。
一
般
的
に
は
自
転
車
に

限
ら
ず
、
損
害
賠
償
責
任
保
険
は
、

万
が
一
の
時
の
た
め
に
自
ら
を
守
る

も
の
と
し
て
、
個
人
の
責
任
で
備
え

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
公
費
に
よ

っ
て
一
律
に
加
入
す
る
こ
と
や
、
保

険
料
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
は
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

②
制
度
の
創
設
は
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
県
の
政
策
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
く
。
県
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
条
例

で
定
め
る
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
義

務
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
努
力
義
務

に
つ
い
て
啓
発
に
努
め
る
。

③
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
、
さ
ら
に
危
険
予
測

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教

育
機
器
。
今
ま
で
に
は
無
い
新
し
い

形
の
交
通
安
全
教
室
で
あ
り
、
各
学

校
の
了
承
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
取
り

入
れ
た
い
。

問答

答

筋
ト
レ
３
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

筋
ト
レ
３
施
設
…
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
み
た
け
健
康
館
、
伏

見
に
こ
に
こ
館

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

努
力
義
務
化
に
よ
る
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て

安藤 雅子 議員

奥村 悟 議員

みたけ議会のたより （令和5年9月1日号）
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①
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
導
入
を

求
む

②
選
挙
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入
を
求
む

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
投
票
支
援
カ
ー
ド
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
だ
け
で
な
く
高
齢
者
な
ど
全

て
の
人
が
安
心
し
て
円
滑
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
テ
ム
と
な
る
。

投
票
の
際
、
支
援
が
必
要
な
方
に
対

し
て
、
意
思
確
認
を
含
め
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ

な
え
る
こ
と
か
ら
、
６
月
25
日
執
行

の
選
挙
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う

選
挙
管
理
委
員

会
に
提
案
す
る
。

②
選
挙
パ
ス
ポ

ー
ト
と
は
、
選

挙
啓
発
の
一
環

と
し
て
投
票
し

た
こ
と
を
ス
タ
ン
プ
で
記
録
す
る
手

帳
で
あ
る
。
選
挙
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

異
な
る
が
、
町
で
は
選
挙
に
対
す
る

興
味
と
投
票
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

施
策
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン

の
投
票
済
証
の
発
行
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
特
に
、
可
児
才
蔵
の
墨
絵
と

御
朱
印
風
の
デ
ザ
イ
ン
を
セ
ッ
ト
に

し
た
投
票
済
証
を
発
行
し
た
と
こ
ろ

大
変
好
評
で
、
期
日
前
投
票
率
が
２

倍
に
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
政
治
参
加
へ
の
興
味
を

問答

　
　
道
路
の
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
求
む

　
　

�

【
建
設
部
長
】

道
路
の
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム
を

先
行
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
運
用

状
況
を
伺
い
な
が
ら
、
研
究
を
し
て

み
た
。

同
シ
ス
テ
ム
に
寄
せ
ら
れ
る
通
報

に
は
、
自
治
体
が
期
待
す
る
内
容
の

ほ
か
、
単
に
要
望
と
思
わ
る
案
件
や

個
人
間
に
関
す
る
案
件
、
担
当
課
所

管
外
の
案
件
、
イ
タ
ズ
ラ
や
誤
報
な

ど
も
あ
り
、
そ
の
対
応
に
は
苦
慮
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

一
般
の
方
が
道
路
等
の
損
傷
を
見

つ
け
た
場
合
、
本
町
の
現
状
は
、
来

庁
や
電
話
に
よ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
、

自
治
会
要
望
な
ど
か
ら
情
報
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
担
当
課
職
員
に
よ
る

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
職
員
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
、
道
路
を

含
む
施
設
等
の
異
常
を
確
認
し
て
い

る
。
情
報
提
供
や
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に

発
見
し
た
異
常
は
、
早
期
の
対
応
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

現
状
で
の
対
応
に
、
大
き
な
苦
情

や
不
満
等
の
声
は
聞
こ
え
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
本
町
の
対
応
は
概
ね
良

好
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
緊
急
性
や

緊
迫
感
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
研
究
を
続
け

て
行
き
た
い
。

問答

投
票
し
や
す
い
環
境
を

目
指
し
て

持
ち
投
票
行
動
に
結
び
つ
く
ア
イ
デ

ア
を
試
み
て
い
く
。
そ
の
一
つ
と
し

て
簡
易
ア
ル
バ
ム
の
よ
う
な
啓
発
グ

ッ
ズ
を
配
布
し
、
あ
ら
ゆ
る
選
挙
に

足
を
運
び
、
投
票
の
証
を
楽
し
く
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
く
な
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
い
る
。

道
路
の
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

大沢まり子 議員
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①
願
興
寺
本
堂
修
理
完
了
予
定

の
令
和
８
年
に
向
け
て
の
歴
史
的
資

源
活
用
策
は
。

②
中
山
道
、願
興
寺
、可
児
才
蔵
以
外

の
歴
史
的
資
源
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
町
の
歴
史
ク
イ
ズ
や
検
定
に
取
り

組
ま
れ
る
考
え
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
数
多
く
の
中
山
道
に
ま
つ
わ
る
語

り
継
ぎ
に
接
し
て
き
た
な
か
で
、
文

化
と
い
う
形
で
の
願
興
寺
の
存
在
を

核
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
。
大
修

理
完
了
の
際
は
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

を
仕
掛
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
あ
ら

ゆ
る
方
々
が
有
志
で
話
し
合
い
を
し

て
い
く
こ
と
が
輪
を
広
げ
る
一
番
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　
　

�

【
企
画
参
事
】

②
ま
ず
は
、
歴
史
や
活
用
の
中
で
埋

も
れ
て
い
る
既
存
の
資
源
を
磨
く
こ

と
や
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
い
。
本
町
に
関
わ
る
方
を
増
や

す
関
係
人
口
づ
く
り
や
元
々
つ
な
が

り
あ
る
方
と
の
関
係
再
構
築
、
町
内

か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
も
必

要
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
共
感

応
援
型
の
ス
キ
ー
ム
を
利
用
し
、
外

部
か
ら
人
手
や
資
金
を
呼
び
込
む
方

法
を
研
究
し
て
い
く
。

③
歴
史
ク
イ
ズ
や
検
定
は
、
問
題
を

作
る
過
程
か
ら
住
民
や
児
童
・
生
徒

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町

へ
の
愛
着
や
ふ
る
さ
と
教
育
に
も
適

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
る
。
町

の
歴
史
に
回
答
者
の
関
心
を
引
く
よ

う
内
容
や
方
法
等
を
検
討
し
、
観
光

客
と
し
て
実
際
に
町
に
来
て
、
知
識

を
得
な
が
ら
体
験
・
消
費
い
た
だ
け

る
仕
組
み
に
導
く
こ
と
を
目
指
し
て

関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

問答答

　
　
①
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括
が
で
き

て
い
な
い
の
で
は
。

②
フ
ォ
ー
ラ
ム
で「
安
全
性
の
立
証
」

「
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
」

こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。「
受
け
入

れ
前
提
」
を
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

③
環
境
影
響
検
討
書
の
現
状
と
今
後
は
。

　
　

�

【
企
画
参
事
】

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
終
回
で
は
、
総

数
２
０
２
件
の
全
て
の
質
問
や
意
見

を
テ
ー
マ
や
論
点
別
に
区
分
・
整
理

し
、
町
の
見
解
や
今
後
の
協
議
事
項

等
を
ま
と
め
て
、
そ
の
妥
当
性
を
有

識
者
に
一
つ
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
お

伝
え
し
た
。

②
現
在
は
慎
重
に
、
も
う
少
し
時
間

を
か
け
て
判
断
す
る
議
論
に
資
す
る

た
め
、
住
民
か
ら
の
意
見
募
集
等
フ

ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
努

め
て
い
る
。
今
後
、
J
R
東
海
か
ら

の
報
告
や
説
明
は
適
切
に
お
知
ら
せ

し
、
意
見
の
集
約
や
有
識
者
へ
の
更

な
る
確
認
に
も
丁
寧
に
努
め
て
い
く
。

③
現
時
点
で
J
R
東
海
か
ら
県
及
び

町
に
対
す
る
環
境
影
響
検
討
書
の
提

出
時
期
等
の
報
告
を
受
け
て
い
な
い
。

検
討
書
の
提
出
以
後
、
県
の
審
査
や

町
の
意
見
等
の
手
続
き
を
経
て
、
県

及
び
町
に
対
す
る
環
境
保
全
計
画
書

の
提
出
や
要
対
策
土
の
盛
土
に
関
す

る
県
協
議
、
林
地
開
発
実
施
計
画
の

県
報
告
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

�

【
町
長
】

②「
受
け
入
れ
前
提
に
協
議
に
入
る
」

と
い
う
方
針
を
白
紙
に
戻
す
つ
も
り

は
な
い
。

　
　
　
　
　
検
討
書
が
J
R
東
海
か

ら
県
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
開
発
行

為
は
し
な
い
と
の
認
識
で
よ
い
か
。

　
　

�

【
企
画
参
事
】

法
令
等
の
全
て
の
手
続
き
が
完
了
し

て
か
ら
開
発
行
為
の
工
事
が
着
手
さ

れ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

問答

答再
質
問

答

町
の
歴
史
的
資
源
活
用

策
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
発
生
土
置
き
場
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
総
括

が
な
さ
れ
て
い
な
い
！

清水 亮太 議員

岡本 隆子 議員
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お知らせ

本会議	
議案などを審議し、議会の最終
的な意思を決定する、全議員で構
成する会議です。議長が議事を進
行します。
一般質問	
議員が、定例会本会議において、
議案に関係なく広く行政全般にわ
たって、執行部の報告、説明、所
信の表明を求め、疑問点をただす
ことです。
委員会	
議会の内部審査・調査機関とし
ての（常任・議会運営・特別）委
員会があります。
審議	
議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）
で住所、氏名などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け
取りください。
　　　　発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状が
ある場合は、傍聴をご遠慮ください。
お願い

ケーブルテレビ可児では、一般質問の
模様が生中継（場合によっては録画放送）
されます。

議会を傍聴しませんか

次回
令和５年
第３回定例会（予定）
９月７日㈭から９月29日㈮

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ可児、
YouTube「御嵩町議会公式チャンネル」

で、ご覧いただけます。

月　日 曜日 会議 内　容

9月	 7日 木 本会議
会期の決定、町長の施政方針の
発表、諸般の報告、議案の上程
及び提案理由の説明

14日	 木 本会議 一般質問及び施政方針に対する
質問

15日	 金 本会議 一般質問及び施政方針に対する
質問、議案の委員会付託

19日	 火 委員会 付託事件の審査（民生文教）
21日 木 委員会 付託事件の審査（総務建設産業）

29日 金 本会議 議案の審議及び採決、付託事件の
審査結果報告並びに審議及び採決

（5月～7月）議 会 日 誌
5月

 8日 御嵩小６年３組議場見学・模擬議会
 9日 御嵩小６年２組議場見学・模擬議会
10日 可児地区交通安全大会
11日 新丸山ダム建設促進期成同盟会総会
12日 議会運営委員会

議会報編集委員会
新庁舎等建設特別委員会

13日 町スポーツ少年団総会
14日 御嵩町文化協会定期総会

新庁舎等整備事業に係る関係者説明会
15日 御嵩小６年１組議場見学・模擬議会
16日 総務建設産業常任委員会協議会

可茂町村議会議長会
17日 民生文教常任委員会協議会

7月
 4日 議会報編集委員会
 6日 可茂地域一部事務組合臨時会
12日 全員協議会

議会運営委員会
第２回臨時会

13日 四線促進期成同盟会総会
18日 リニア建設促進岐阜県期成同盟会
19日 東海環状自動車道中東濃地域建設促進

協議会
20日 議会報編集委員会
26日 全員協議会
28日 第３回臨時会

議会運営委員会
議会活性化研究会

18日 名鉄活性化協議会監査
19日 可茂地域市町村議会議長会

御嵩町商工会通常総会
22日 全員協議会

議会運営委員会
23日 全国町村議会議長会議長・副議長研修会
26日 第２回定例会（初日）
31日 可茂地区グラウンド・ゴルフ大会

6月
 1日 岐阜県町村議長会理事総会・評議員会
 2日 第２回定例会（一般質問）
 5日 ふるさと納税自動販売機除幕式
 8日 可児歯科医師会懇親会
 9日 全員協議会

議会運営委員会
第２回定例会（最終日）
議会報編集委員会

みたけ議会のたより  （令和5年9月1日号）
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（
議
会
活
動
）

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
12
月
１
日
発
行
（
第
３

回
定
例
会
）
予
定
で
す
。

ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和5年9月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

叙
勲
を
受
章

元
町
議
会
議
員
の
伊い

佐さ

治じ

惠け
い

一い
ち

さ
ん
（
顔
戸
北
）

が
、
叙
勲（
旭
日
単
光
章
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
伊
佐

治
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か

ら
平
成
11
年
ま
で
議
員
と

し
て
在
職
し
、
町
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

御嵩小6年生　議場見学と模擬議会
５月８日（月）、９日（火）、15日（月）に、御嵩小６
年生が役場議場を訪れ、見学と模擬議会をおこないま
した。模擬議会では、児童が議長、議員、執行部、書
記の役割を、担任の先生が提案者となり、「昼休みを
１時間にする条例の制定」を議案とし、質疑の後、採
決をおこないました。
児童の皆さんは、自分の意見を分かりやすく伝える
ことができ、とても有意義な模擬議会となりました。

町議会の新体制発足とともに、本議会報「みたけ議会のたより」も新たな編集委員にてお届けすることとな
りました。
御嵩町議会でおこなわれていること、各議員の考えや意見などを分かりやすくお伝えするだけでなく、若い
世代の方々にも議会や町政に関心を持っていただくきっかけとなるような議会報にして参りたいと存じます。
一般質問においては既に動画の視聴ができるようになっております
が、その他にも、知りたいことをより深く知っていただけるよう、ネッ
トとの連携も図って参ります。
また、町民の皆さまに、より新鮮な情報をお届けできるよう、発行
スケジュールの見直しをいたします。
町民と議会を繋ぐ大切な議会報をより進化させられるよう取り組ん
で参りますので、引き続きよろしくお願いいたします。

町民の皆さまの役に立つ議会報を目指して 議会報編集委員会

▶
伊
佐
治
さ
ん
（
右
）


